
 

 

 

 

飯塚市立飯塚第一中学校 

令和２年７月７日 

文責 吉田 浩昭 

総合的な学習すすんでいます 

～１学期は職業、社会とつながる～ 
学校再開により教科の授業はもちろんですが、総合的な学習も始まりました。本校の総合的な学習は

キャリア教育の軸となっています。現在取り組んでいる内容は、以下のとおりです。 

〇１年生・・「職業調べ」内閣府がだしたSoiety5.0から未来の社会を描き、未来の社会で必要な力

は何？自分の好きなことは？強みは?保護者から聞いた仕事のやりがいとは？といった

ことと照らし合わせながら職業について調べていきます。 

〇２年生・・「飯塚市のよいところを見つけよう」飯塚市と本校について「イベント」「名所」「一中

の歴史」といった８項目の内容ごとにグループで調べ学習を行い、発表していきます。 

〇３年生・・「未来の国際社会に今なにができるのか～ＳＤＧｓの視点から～」国連が2030年まで

の持続可能な開発目標として示したＳＤＧｓをもとに未来の国際社会に対して今自分た

ちは何ができるのかを考えていきます。 

このような学習をとおして生徒達は将来の人生に必要な資質・能力を身につけていきます。どのよう

な学習成果を発表してくれるのか今から楽しみです。 

マスク着用について 

飯塚市民への貢献  

市役所で花植えボランティア 

９日に「花いっぱい運動」の方にお誘いを受け、市役所駐車場に設置している花壇に

花を植えてきました。参加してくれたのは３年生の希望者２８名です。募集期間が短

く、何人集まるか不安でしたが多くの生徒が集まってくれました。希望してきてくれた

生徒達ですので、当日は意欲的に花を植えてくれ、飯塚市のマークを形取った花壇を

様々な色の花でいっぱいにしてくれました。市役所を訪れる人達の心をなごませるので

はないかと思います。 

日頃より新型コロナウィルス感染防止に御協力いただきありがとうございます。その

防止策の１つであるマスク着用は重要な防止策なので、登下校中も含め、校内では常時

着用するようにしています。ただ、熱くなってきて熱中症の危険も考えなければなりま

せんので以下のような時にはマスクを着用する必要はないと判断し、指導します。ご家

庭でもご指導していただきますようお願いいたします。 

１ 十分な身体的距離（２ｍ）が確保できる場合（登下校中も含みます） 

２ 熱中症などの健康被害が発生する可能性が高いと判断される場合 

 ・マスクの取り外しについては、活動の態様や生徒の様子なども踏まえ、現場で臨機

応変に対応します。 

 ・生徒本人が暑さで息苦しいと感じた時などには、マスクを外したり一時的に片耳だ

けかけて呼吸したりするなど、自分の判断でも適切に対応できるように指導しま

す。 

３ 体育の授業中 ※運動中、身体的距離が近づく時には着用させます。 

 

「学校における新柄コロナウィルスに関する衛生管理マニュアル 

～学校の新しい生活様式～」（Ｒ２，６．１６ 文科省）等より 

人権学習 １年生「ちがいのちがい」 
１年生は、３０日の１，２時間目に人権学習を行いました。題材は「ちがいのちがい」です。内容は世

の中にある「ちがい」を出し合い、それらを「あっていいちがい」「あってはならないちがい」に分けま

す。そして、それはなぜだろうと考える中から人として大切にされなければならない権利、人権に気づ

いていくというものです。授業の最後には生徒達から「気づくって大切」という言葉が聞かれました、

これは人権の大切さが生徒の「腑に落ちていった」ことを表すすばらしい言葉だと考えます。２，３年

生は７月２９日に人権学習を行う予定です。１年生同様、人権に対する知識、感覚が醸成される授業と

なるようにしたいと思っています。 


